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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】側面に少なくとも１つのリューズ（竜頭）また
は操作ボタンを備えた腕時計モジュールを内蔵する腕時
計ケースに取り付ける腕時計用カバーを提供する。
【解決手段】時計モジュールを内蔵する腕時計ケースの
うち腕時計ケースの外方向に突出するリューズや操作ボ
タンなどの操作部（例えば、操作ボタン５２，５３）を
備えた腕時計ケースを被覆する腕時計用カバー１０が、
腕時計ケースにおいて文字盤または液晶パネルが位置す
る面である上面を被覆する上面部に装飾部材が配設され
、腕時計ケースの側面を被覆する側面部に、腕時計ケー
スに装着されるときに操作部（例えば、操作ボタン５２
，５３）が導入される凹部であって装着方向と逆方向に
凹んだ形状である導入凹部と、腕時計ケースに形成され
たねじ穴に対応する貫通孔とが形成された構成とする。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　時計モジュールを内蔵する腕時計ケースのうち該腕時計ケースの外方向に突出するリュ
ーズや操作ボタンなどの操作部を備えた腕時計ケースを被覆する腕時計用カバーであって
、
　前記腕時計ケースにおいて文字盤または液晶パネルが位置する面である上面を被覆する
上面部に装飾部材が配設され、
　前記腕時計ケースの側面を被覆する側面部に、
　前記腕時計ケースに装着されるときに前記操作部が導入される凹部であって装着方向と
逆方向に凹んだ形状である導入凹部と、
　前記腕時計ケースに形成されたねじ穴に対応する貫通孔とが形成された
　ことを特徴とする腕時計用カバー。
【請求項２】
　前記側面部に、前記操作部に対応する位置の近傍に前記腕時計ケースを被覆する方向と
逆方向に突出する突出部を備えた
　請求項１記載の腕時計用カバー。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、上面に文字盤または液晶パネルを備え、側面に少なくとも１つのリューズ（
竜頭）または操作ボタンを備えた腕時計モジュールを内蔵する腕時計ケースに取り付ける
腕時計用カバーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、腕時計を傷や浸水などから保護するための腕時計用カバーが種々提案されている
。
【０００３】
　このような腕時計用カバーには、例えば、合成ゴム材料からなり、腕時計ケースの形状
（または、腕時計ケースと腕時計ケースに接続されたバンドの形状を一体にした形状）に
構成されているカバーであって、リューズ部分がカバーと接触しないように凹部で逃がし
たリューズ逃げ部と、カバーが腕時計から外れないようにするためのガイドとを有したも
のがある（特許文献１参照）。
【０００４】
　また、腕時計に腕時計用カバーを取り付けた状態での使用が可能なものとして、例えば
、腕時計ケースに装着される本体と、本体と一体に形成され時計の機能を制御する外部部
材を保護する保護部とを有するものがある（特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－２７３０９０号公報
【特許文献２】特開平８－９４７７３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　このような腕時計用カバーには、合成樹脂で構成されたものが多く、腕時計ケースに取
り付ける際には合成樹脂の弾性を利用しているものが多い。
【０００７】
　しかしながら、腕時計には金属製のものも多く、合成樹脂性のカバーを取り付けたとき
の美観の変化が大き過ぎてしまう場合があるという問題があった。
【０００８】
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　また、腕時計用カバーの種類は、腕時計をその構造などにより分類した場合に比べて少
ないという問題があった。
【０００９】
　本考案は、上記の問題を解決すべく、新規な構造の腕時計用カバーを提供することがで
きるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本考案の腕時計用カバーは、時計モジュールを内蔵する腕時計ケースのうち該腕時計ケ
ースの外方向に突出するリューズや操作ボタンなどの操作部を備えた腕時計ケースを被覆
する腕時計用カバーであって、前記腕時計ケースにおいて文字盤または液晶パネルが位置
する面である上面を被覆する上面部に装飾部材が配設され、前記腕時計ケースの側面を被
覆する側面部に、前記腕時計ケースに装着されるときに前記操作部が導入される凹部であ
って装着方向と逆方向に凹んだ形状である導入凹部と、前記腕時計ケースに形成されたね
じ穴に対応する貫通孔とが形成されたことを特徴とする。
【００１１】
　上記の構成としたことで、新規な構造の腕時計用カバーを提供することができるように
なる。
【００１２】
　前記側面部に、前記操作部に対応する位置の近傍に前記腕時計ケースを被覆する方向と
逆方向に突出する突出部を備えた構成とされていてもよい。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案によれば、新規な構造の腕時計用カバーを提供することができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】腕時計用カバーの構成の例を示す平面図である。
【図２】腕時計用カバーの構成の例を示す側面図である。
【図３】腕時計用カバーの構成の例を示す斜視図である。
【図４】腕時計用カバーと、腕時計用カバーに対応する腕時計ケースと、バンドとを備え
た腕時計の外観の例を示す斜視図である。
【図５】腕時計用カバーの他の構成の例を示す平面図である。
【図６】腕時計用カバーの他の構成の例を示す側面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本考案の一実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１６】
　図１は、本考案の一実施の形態に係る腕時計用カバー１０の構成の例を示す平面図であ
る。なお、腕時計用カバー１０は、上面に複数の装飾材Ｄが配設されているが（図３参照
）、図１と後述する図２においてはその描画を省略する。
【００１７】
　腕時計用カバー１０は、カバーを取り付ける対象である腕時計ケースを被覆するために
、対応する腕時計ケースよりも大きく形成される必要がある。ここで、本例における「腕
時計ケース」とは、時計としての機能を実現する時計モジュールを内蔵する筐体を意味す
る。本例においては、腕時計ケースは、文字盤や液晶パネルなど時刻を表示する時刻表示
部と、筐体の外方向に突出するリューズや操作ボタンなどの操作部を備えていることとす
る。
【００１８】
　以下、腕時計用カバー１０の構成について説明する。なお、腕時計用カバー１０は、取
り付け対象となる腕時計ケースの形状に対応する形状に形成されているものとする。すな
わち、腕時計用カバー１０の内側形状は、腕時計用カバー１０を腕時計ケースに装着した
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ときに腕時計ケースとの間に隙間が生じないように、例えば腕時計ケースの外観形状とほ
ぼ対応する形に形成されていることが好ましい。よって、本例において「腕時計用カバー
に対応する腕時計ケース」とは、腕時計用カバーが装着可能な形状の腕時計ケースのこと
を意味するものとする。また、腕時計用カバー１０は、ステンレス鋼など剛性の高い材質
で形成されていることが好ましく、材質の弾性を利用した取り付けが困難であるものが好
ましい。
【００１９】
　本例において、腕時計用カバー１０の構成のうち、腕時計ケースにおいて文字盤または
液晶パネルが位置する面である上面（すなわち、時刻表示部側の面）を被覆する部分を「
上面部」とする。図１に示すように、腕時計用カバー１０の上面部は、腕時計ケースのバ
ンド取付部を被覆するバンド取付部被覆領域１１，１２と、腕時計ケースのベゼル（べセ
ル側面を含む）を被覆するベゼル被覆領域１３と、腕時計ケースに表記された標章などを
外部から視認可能とするために腕時計ケースの形状に対応する特定部分（側面を含む）を
被覆する特定部分被覆領域１４とから成る。なお、図１において、腕時計用カバー１０と
、時計ケースと、バンド６０とを組み合わせたときのバンド６０の位置を破線により示す
。
【００２０】
　図２は、腕時計用カバー１０の構成の例を示す側面図である。本例において、腕時計用
カバー１０の構成のうち、腕時計ケースの側面を被覆する部分を「側面部」とする。図２
に示すように、腕時計用カバー１０の側面部には、腕時計ケースの操作部に対応する位置
の近傍に腕時計ケースを被覆する方向と逆方向（すなわち、腕時計用カバー１０の側面か
ら中心方向に対して逆向き）に突出する突出部２１～２４と、貫通孔Ｈと、導入凹部Ｂと
が形成されている。
【００２１】
　ここで、突出部２１～２４は、装飾的役割の他、腕時計用カバー１０が腕時計ケースに
装着されたときに腕時計ケースの操作部の誤操作を防ぐ役割を担う。
【００２２】
　また、貫通孔Ｈは、腕時計ケースに形成されたねじ穴に対応する位置（すなわち、腕時
計用カバーを対応する腕時計ケースに被覆した際にねじ穴と重なる位置）に形成されてお
り、腕時計用カバー１０を腕時計ケースに固定するためのねじを通す役割を担う。なお、
本例においては貫通孔Ｈが腕時計用カバー１０の側面部４箇所に形成された場合について
説明するが、貫通孔Ｈが形成される位置の条件は、腕時計ケースのねじ穴に対応する位置
であること以外は特に限定されず、例えば上面部であってもよい。また、腕時用カバーの
被覆領域が腕時計ケースの裏面にまで及ぶ場合には、腕時計ケースの裏面を被覆する部分
である裏面部に貫通孔Ｈが形成された構成としてもよい。
【００２３】
　また、導入凹部Ｂは、腕時計用カバー１０が対応する腕時計ケースに装着されるときに
腕時計ケースに備えられた操作部が導入される凹部であって、装着方向と逆方向（すなわ
ち、腕時計用カバー１０において下面から上面へ向かう方向）に凹んだ形状に形成されて
いる。
【００２４】
　図３は、腕時計用カバー１０の構成の例を示す斜視図である。図３に示すように、本例
における腕時計用カバー１０には、上面部と側面部とに複数の装飾材Ｄが配設されている
。なお、腕時計用カバー１０の表面に配設される装飾材Ｄの配置は特に限定されず、装飾
材Ｄの数や大きさも特に限定されない。
【００２５】
　図４は、腕時計用カバー１０と、腕時計用カバー１０に対応する腕時計ケースと、バン
ド６０とを備えた腕時計５０の外観の例を示す斜視図である。図４に示すように、腕時計
５０において、腕時計用カバー１０は貫通孔Ｈに対応するねじＣにより腕時計ケースに固
定される。また、腕時計用カバー１０の導入凹部Ｂ（図４においては符号を省略する。）
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には、腕時計ケースが備える操作部である操作ボタン５２，５３がそれぞれ導入される（
言い換えれば、導入凹部Ｂを形成する側面部により操作ボタン５２，５３がそれぞれ挟ま
れた状態になる）。
【００２６】
　なお、このとき、導入凹部Ｂにより操作ボタン５２，２３が係止される構成としてもよ
い。この場合、例えば導入凹部Ｂが、腕時計用カバー１０の下面方向から上面方向に向か
うにつれて徐々に幅が狭くなる形状に形成された構成などにすればよい。
【００２７】
　以上に説明したように、上述した実施の形態では、時計モジュールを内蔵する腕時計ケ
ースのうち腕時計ケースの外方向に突出するリューズや操作ボタンなどの操作部（例えば
、操作ボタン５２，５３）を備えた腕時計ケースを被覆する腕時計用カバー１０が、腕時
計ケースにおいて文字盤または液晶パネルが位置する面（例えば、時刻表示部側の面）で
ある上面を被覆する上面部に装飾部材Ｄが配設され、腕時計ケースの側面を被覆する側面
部に、腕時計ケースに装着されるときに操作部（例えば、操作ボタン５２，５３）が導入
される凹部であって装着方向と逆方向に凹んだ形状である導入凹部Ｂと、腕時計ケースに
形成されたねじ穴に対応する貫通孔Ｈとが形成された構成としているので、新規な構造の
腕時計用カバーを提供することができるようになる。
【００２８】
　特に、側面部に凹部（例えば、導入凹部Ｂ）を形成することにより、取り付け対象とす
る時計モジュールや腕時計ケースが突出部を備える場合であっても、腕時計カバーを上方
から被せてねじ止めするだけで固定することができるので、容易に時計の外観を変化させ
ることができるようになる。すなわち、腕時計カバーが十分な弾性を有していない場合で
あっても、突出部の存在により取り付け作業が困難になるということがない。
【００２９】
　また、上述した実施の形態では、腕時計用カバー１０が、側面部に、操作部（例えば、
対応する腕時計ケースが備える操作ボタン５２，５３）に対応する位置の近傍に腕時計ケ
ースを被覆する方向と逆方向に突出する突出部（例えば、突出部２１～２４）を備えた構
成としているので、取り付け対象に備えられたリューズや操作ボタンに対する誤操作を防
止することができるようになる。
【００３０】
　すなわち、腕時計ケースに腕時計用カバーを取り付けたときにリューズや操作ボタンの
近傍に突出部が位置することとなるため、例えば人の指などにより誤って操作ボタンが押
下されそうな場合に、人の指などが突出部に接触することとなるため、操作ボタンが誤操
作されるのを防ぐことができるようになる。
【００３１】
　また、上述した実施の形態では特に言及していないが、腕時計用カバー１０が、腕時計
ケースの上面５１（または、時刻表示部５１）を、例えば透明部材により被覆する構成と
されていてもよい。
【００３２】
　なお、上述した実施の形態では、腕時計用カバー１０が特定部分被覆領域１４を有する
場合を例に説明を行なったが、本考案の実施の形態はこれに限定されず、例えば、特定部
分被覆領域１４を有さず、複数種類（例えば、形状や大きさの違う）装飾材が配設された
構成としてもよい。
【００３３】
　図５は、本考案の他の実施の形態に係る腕時計用カバーの他の構成の例を示す平面図で
ある。図５に示すように、腕時計用カバー１００の上面部は、対応する腕時計ケースのバ
ンド取付部を被覆するバンド取付部被覆領域１１１，１１２と、腕時計ケースのベゼル（
べセル側面を含む）を被覆するベゼル被覆領域１１３とから成る。また、腕時計用カバー
１００の上面部には、例えば装飾材Ｄ１と装飾材Ｄ２のように、大きさの異なる装飾材が
複数配設されている。
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【００３４】
　図６は、腕時計用カバーの他の構成の例を示す側面図である。図６に示すように、腕時
計用カバー１００の側面部には、腕時計ケースの操作部に対応する位置の近傍に腕時計ケ
ースを被覆する方向と逆方向（すなわち、腕時計用カバー１００の側面から中心方向に対
して逆向き）に突出する突出部１２１～１２３と、貫通孔Ｈと、導入凹部Ｂとが形成され
ている。
【００３５】
　上述した実施の形態では特に言及していないが、各腕時計用カバー１０，１００は、上
面部と側面部とが一体形成されていることが好ましい。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　本考案は、新規な構造の腕時計用カバーを提供するのに有用である。
【符号の説明】
【００３７】
　Ｂ　　導入凹部
　Ｈ　　貫通孔
　Ｄ　　装飾材
　１０，１００　　腕時計用カバー
　１１，１２，１１１，１１２　　バンド取付部被覆領域
　１３、１１３　　ベゼル被覆領域
　１４　　特定部分被覆領域
　２１～２４，１２１～１２３　　突出部
　５１　　腕時計ケースの上面
　５２，５３　　操作ボタン
　６０　　バンド
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

